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人口と世帯数

人　口　7,981人（△14）
　男　　4,033人（△ 5）
　女　　3,948人（△ 9）
世帯数　2,925世帯（△ 1）

（　）内は前月比

（平成23年1月１日現在）

平成23年1月19日発行No.340

平成23年 長柄町成人式
　「成人の日」の1月10日、町公民

館で成人式が行われ、新しく大人の
仲間入りをした106人（出席者は8

9人）が

新たな門出を迎えました。
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て
は
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
統
合
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

一
方
、
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
施
設

で
あ
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
、
昨
年
開

園
し
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
喜
の
声
が
町
に

活
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
初
年
度
の
不
安
を
吹
き

飛
ば
し
、
な
か
な
か
盛
況
と
の
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
の
親
と
子
の
核
と
な
る
施

設
、
皆
が
集
ま
る
「
こ
ど
も
園
」
と
し
て

の
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、
昨
年
12
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
町
村
長
大
会
」
に
全
国

９
４
１
の
町
村
長
の
一
人
と
し
て
参
加

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
問

題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、「
政
府

の
決
定
は
、
農
山
漁
村
の
み
な
ら
ず
我

が
国
の
将
来
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
大
い
に
憂
慮
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
明
確
に
表
明
す

る
」
旨
が
特
別
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国

家
戦
略
と
し
て
足
腰
の
強
い
農
林
水
産

業
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
内

対
策
が
後
追
い
に
な
る
と
い
う
政
府
の

姿
勢
は
到
底
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
長
柄
町
に
お
い

て
考
え
る
に
、
比
較
的
経
営
規
模
の
小

さ
な
農
家
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、「
農
業
の
希
望
」
が

町
民
の
元
気
と
笑
顔
に
直
結
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
将
来
へ
の

見
通
し
を
断
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
願
う

限
り
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
本
年
は
町

内
三
つ
の
小
学
校
の
う
ち
の
二
つ
を
統

合
し
ま
す
。
水
上
小
学
校
の
日
吉
小
学

校
へ
の
編
入
統
合
で
す
。

時
代
の
す
う
勢
と
は
い
え
、
明
治
時

代
か
ら
百
有
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
続

い
て
き
た
地
域
の
学
校
を
無
く
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
に
切
な
さ

を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
す
べ

こ
の
四
月
か
ら
は
三
歳
短
時
間
児
保

育
も
新
た
に
始
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
、
一
層
の
支
援
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
の
背
景
に
あ
る
も

の
は
い
う
ま
で
も
な
く
過
疎
化
で
す
。
こ

こ
数
年
残
念
な
が
ら
そ
の
減
少
速
度
は
増

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
口
の
減

少
を
食
い
止
め
、
そ
し
て
町
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
本
町
の
緊
急
の
課
題
で
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
た
め
の
施
策
を
考
え
、
実
施

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
日
に
日
に
そ
の
姿

を
大
き
く
し
て
い
る
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
は
、
こ
こ
千
葉
県
の
房
総
半

島
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
本
町
は
以
前
よ
り
茂
原

街
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
を
要
望
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
も
変
わ
ら
ず
、
実
現
に
向
け

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
央
東
部
の
中
心
市
茂
原
と
県
都
千

葉
市
と
を
直
結
す
る
街
道
上
で
我
が
長

柄
町
に
最
も
近
接
す
る
こ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
実
現
に
「
人
口
増

加
・
企
業
立
地
と
雇
用
・
生
活
利
便
の

向
上
」
等
、
ま
ち
づ
く
り
の
夢
が
膨
ら

み
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
経
済
情
勢
は
ま
だ
ま
だ

回
復
と
は
程
遠
く
、
社
会
情
勢
も
変
わ

ら
ず
激
し
い
変
化
の
中
、
本
町
に
お
い

て
は
、
人
口
問
題
を
は
じ
め
、
子
育
て

支
援
、
福
祉
、
教
育
な
ど
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

昨
年
夏
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら

３
期
目
の
負
託
を
い
た
だ
き
、
今
ま
た

８
０
０
０
町
民
皆
様
と
と
も
に
新
し
い

年
「
卯
年
」
の
は
じ
ま
り
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
長
柄
町
を
「
明

る
く
元
気
な
ま
ち
」
と
し
て
飛
躍
さ
せ

る
た
め
、
職
員
と
と
も
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
二
十
三
年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
町
行
政
に
対
し
、
一
方

な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

沖
縄
県
の
普
天
間
基
地
移
設
問
題
、
尖

閣
諸
島
問
題
な
ど
我
が
国
の
安
全
保
障

や
危
機
管
理
の
あ
り
方
な
ど
を
一
人
ひ

と
り
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
数
々
の
事
案

が
発
生
、
ま
た
山
口
・
広
島
・
岐
阜
・

奄
美
地
方
な
ど
全
国
各
地
で
発
生
し
た

集
中
豪
雨
の
凄
ま
じ
さ
と
自
然
の
力
に

対
し
て
の
成
す
す
べ
の
無
い
現
状
、
そ

し
て
災
害
の
怖
さ
と
復
興
に
係
る
地
方

の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
の
実
態
を
伝
え
聞

き
、
防
災
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
様
々
不
安
を

感
じ
る
１
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︵
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
︶
の
問
題
は
農
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
本
町
に
と
っ
て
由
々
し
い
問

町　長
成 嶋 尚 武

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

開園2年目を迎える「ながらこども園」

長南町岩川付近上空から長柄町区間を撮影
資料提供：NEXCO東日本
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議会議長
蒔 田　 穠

　任期満了により民生委員・児童委員（厚生労働大臣・県知事委嘱）が改選され、平成22年12月１日付けで町長か
ら委嘱状が伝達されました。
　民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立ち福祉の相談に応じ、必要な援助をして
くれます。福祉に関する悩みをお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

　今回の改選により、退任されました民生委員の皆様には、多年にわたり福祉の推進にご尽力されましたことに対
し、厚生労働大臣又は県知事から感謝状が贈呈されました。

民生委員・児童委員委嘱される

担　当　地　区 氏　　名
力丸・千代丸・山根 大和久　嘉　信
飯尾・別所・大加場・国府
里・進栄団地 大和久　禎　久

上味庄・下味庄・船木・八
反目・味庄団地 池　澤　儀　之

上野・中野台・入地宮前・
ふる里村

蒔　田　　　成

山之郷・西山 石　原　久　枝
道脇寺・六地蔵 関　　　辰　雄
長柄山・追分・皿木 高　橋　やす子
榎本・小榎本・徳増 松　本　芳　子

担　当　地　区 氏　　名
桜谷・長富・鴇谷東部 関　　　文　男

鴇谷西部・立鳥・日吉団地 石　川　正　明

針ケ谷東部・針ケ谷西部 古　坂　信　之

高山・大庭・不動・日の宮 石　川　昭　三

長柳・田代・月川・刑部団地 石　井　千代子

辺田・三沢・篠網 鈴　木　雅　夫

稲塚・吹谷・金谷 平　野　和　男

主任児童委員 曾　山　房　江

主任児童委員 石　川　雅　子

民生委員・児童委員　（任期　平成22年12月1日～平成25年11月30日） （敬称略）

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113  健康福祉班　☎35-2414

　来年度の町国民健康保険特定健康診査・後期高齢者医療保険健康診査（集団健診）は

5月18日㈬～5月25日㈬ ※土日のぞく
　に役場で行う予定です。当日は胸部レントゲン検査、前立腺ガン検診、肝炎ウィルス検診も同時に行われます。
　健康管理のためにも年１回の健康診査は必ず受診しましょう！
　詳細については、4月中に対象となる方へ案内文を発送します。

平成23年度特定健康診査・後期高齢者医療健康診査（予定）のお知らせ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
柄
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
社
会
、
経
済
情
勢
は
激
動
の
一
途
を
た
ど
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
地
方
公
共
団
体
の
行
政
需
要
も
複
雑
多
様
化
し

て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
、環
境
の
保
全
、農
業
問
題
等
、

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
本
町
で
抱
え
る
問
題
も

複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、昨
年
4
月
に
「
認
定
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
、

将
来
の
長
柄
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
保
育
環
境
と
子
育
て
支
援

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
日
吉
小
学
校
、
水
上

小
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
日
吉
小
学
校
に

水
上
小
学
校
を
編
入
統
合
し
、
本
年
4
月
の
統
合
に
向
け
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
員
一
丸
と
な
り
行
政
と
協
調
し

て
長
柄
町
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
ま
た
、
よ
り
豊
か
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
政

の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
も
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成 21 年度
歳 出 総 額　　5 2 億 6 , 2 1 8 万 5 , 4 9 5 円

※町民1人当たり　65万4,745円 [一般会計の他に国民健康保険・老人保健・農業集落排水事業・
介護保険・浄化槽事業・後期高齢者医療の各特別会計を含む額]…

地方譲与税  7,299万1千円 1.9%
利子割交付金  278万7千円 0.1%
配当割交付金  126万5千円 0.0%
株式等譲渡所得割交付金  65万9千円 0.0%
地方消費税交付金  8,543万3千円 2.2%
ゴルフ場利用税交付金  7,510万3千円 2.0%
自動車取得税交付金  2,853万3千円 0.7%

地方特例交付金等  1,510万6千円 0.4%
交通安全対策特別交付金  256万円 0.1%
分担金及び負担金  3,378万5千円 0.9%
使用料及び手数料  9,274万6千円 2.4%
財産収入  1億626万円 2.8%
寄付金  82万3千円 0.0%
諸収入  9,143万7千円 2.4%

議会費  6,865万3千円 1.9％
労働費  759万6千円 0.2％
商工費  2,756万8千円 0.8％
災害復旧費  982万3千円 0.3％
諸支出金  0千円 0.0％

歳　入　総　額
38億4,243万2千円

町税
12億1,519万7千円

31.6％

地方交付税
8億7,919万2千円

22.9％

その他
6億948万8千円
15.9％

町債
3億4,290万円
8.9％

総務費
6億7,744万円
19.0％

民生費
10億592万8千円

28.3％

衛生費
3億7,035万8千円

10.4％

衛生費
3億7,035万8千円

10.4％

衛生費
382,959千円
12.8％

土木費
1億7,414万6千円

4.9％
農林水産業費

1億3,222万2千円
3.7％

教育費
5億9,070万4千円

16.6％

教育費
5億9,070万4千円

16.6％

消防費
1億4,095万円
4.0％

公債費
3億5,394万2千円

9.9％

公債費
3億5,394万2千円

9.9％

その他
1億1,364万円
3.2％

繰越金
1億6,810万2千円

4.4％

繰入金
1億205万2千円

2.7％
県支出金

1億2,770万9千円
3.3％

国庫支出金
3億9,779万2千円

10.3％

歳　出　総　額

35億5,933万円

地方譲与税  1.9％
利子割交付金  0.1％
配当割交付金  0.0％
株式等譲渡所得割交付金  0.0％
地方消費税交付金  2.2％
ゴルフ場利用税交付金  2.0％
自動車取得税交付金  0.7％
地方特例交付金等  0.4％
交通安全対策特別交付金  0.1％

分担金及び負担金  0.9％
使用料及び手数料  2.4％
財産収入  2.8％
寄付金  0.0％
諸収入  2.4％

地方交付税
22.9％町　税

31.6％

消費的
経費
60.1％

18.6％

町　債
8.9％
町　債
8.9％

その他
7.4％

その他
8.5％
その他
8.5％

繰越金
4.4％繰入金

2.7％

国庫支出金
10.3％

人件費
24.0％

投資的
経費

21.3％

投資的
経費

21.3％

災害復旧
事業費
0.3％

災害復旧
事業費
0.3％

物件費
12.4％

補助費等
17.8％

維持
補修費
1.2％

維持
補修費
1.2％

扶助費
4.7％

積立金
0.4％

公債費
9.9％

繰出金
8.3％
繰出金
8.3％

普通建設
事業費
21.0％

県支出金
3.3％

依存財源
52.8％

自主財源
47.2％

［ 一 般 会 計 ］
歳 入 歳 出 科 目 別 構 成 比

目 的 別 性 質 別 構 成 比

公 債 費 の 内 訳
地 方 交 付 税 に よ り 措 置 さ れ た 額 1億8,917万 9千円 53.5%
町 が 単 独 で 返 済 す る 額 1億5,899万 7千円 44.9%
そ の 他 財 源 576万 6千円 1.6%

計 3億5,394万 2千円
※�その他財源は、公営住宅の建設のため借入を行なった地方債に充当した公営住宅使用料です。
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決 算 認 定 さ れ る 平成 21 年度
歳 出 総 額　　5 2 億 6 , 2 1 8 万 5 , 4 9 5 円

平成21年度決算は、12月議会定例会で認定されました。

決 算 総 額
歳 入 総 額 57億92万 5,656円

歳 出 総 額 52億6,218万 5,495円

歳入歳出差引額 4億3,874万 161円

主 な 事 業
事　　業　　名 決　　算　　額

ながらこども園建設事業 4億4,521万 6千円
道 路 新 設・ 改 良 事 業 9,429万 7千円
史跡長柄横穴群総合
整 備 活 用 推 進 事 業 5,384万 4千円

循 環 型 社 会 形 成
推 進 事 業 4,496万 9千円

学 校 情 報 通 信
技 術 環 境 整 備 事 業 4,490万 8千円

旧昭栄中学校校舎等
解 体 事 業 3,604万 7千円

町 の 財 産
土 地 48万4,398㎡

建 物 4万2,498㎡

有 価 証 券 458万 5千円

基

金

財 政 調 整 基 金 4億7,544万 2千円

自 ら 考 え 自 ら 行 う
地 域 づ く り 基 金

298万 3千円

減 債 基 金 2,499万 2千円

福 祉 振 興 基 金 1,222万 9千円

教 育 施 設 振 興 基 金 1,014万 1千円

町民（8,037人）1人当たりについて見た決算の状況【一般会計】
収 入 と な っ た 税 金 15万1,200円

国・ 県 の 支 出 金 6万5,385円

投 資 的 経 費 9万4,151円

返済した債務（元利） 4万4,039円
人口：平成22年3月31日現在の住民基本台帳人口

【 特 別 会 計 】
会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 10億6,259万 9千円 9億5,710万 2千円

老 人 保 健 1,329万 1千円 5万7千円

農 業 集 落 排 水 事 業 5,048万 3千円 5,035万 4千円

介 護 保 険 6億1,505万 9千円 5億7,898万 5千円

浄 化 槽 事 業 5,675万 4千円 5,658万 3千円

後 期 高 齢 者 医 療 6,030万 8千円 5,977万 4千円
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上記の指定日に都合の悪い方は、申告相談開催中の他の日でも結構です。
　２月16日、17日、３月14日及び15日は、混雑が予想されます。
申告相談場所：役場１階　申告相談会場

月　　日 午　　　　前
（９：00～11：00）

午　　　　後
（１：30～４：00）

2月16日（水） 千 代 丸 千 代 丸
2月17日（木） 力 　 丸 力 　 丸
2月18日（金） 山 　 根 ・ 飯 　 尾 別 　 所 ・ 大 加 場
2月21日（月） 国 府 里 上 味 庄 ・ 下 味 庄
2月22日（火） 下味庄・八反目・船木 上 　 野 ・ 中 野 台
2月23日（水） 山 之 郷 ・ 西 　 山 西 　 山 ・ 入 地 宮 前
2月24日（木） 道 脇 寺 道 脇 寺 ・ 六 地 蔵
2月25日（金） 長 柄 山 ・ 追 　 分 追 　 分 ・ 皿 　 木
2月28日（月） 徳 　 増 榎 　 本 ・ 長 　 富
3月　1日（火） 小 榎 本 ・ 桜 　 谷 立 　 鳥
3月　2日（水） 鴇 　 東 鴇 　 西
3月　3日（木） 針 　 東 ・ 針 　 西 針 　 西
3月　4日（金） 高 　 山 ・ 大 　 庭 大 庭 ・ 田 代 ・ 長 柳
3月　7日（月） 不 　 動 ・ 日 の 宮 月 　 川
3月　8日（火） 稲 　 塚 ・ 吹 　 谷 辺 　 田 ・ 三 　 沢
3月　9日（水） 篠 　 網 ・ 金 　 谷 金 　 谷 ・ 進 栄 団 地
3月10日（木） 日 吉 団 地 味 庄 団 地 ・ 刑 部 団 地
3月11日（金） 住 　 民 　 税 　 申 　 告 　 （ 長 柄 地 区 ）
3月14日（月） 住　民　税　申　告　（日吉・水上地区）
3月15日（火） 住 　 民 　 税 　 申 　 告

問い合わせ先　総務課 税務班　☎35-2112

長柄町にお住まいの方の所得税・住民税申告相談

申告に必要なもの　　　　印　鑑
申告書類一式（税務署から申告書が郵送された方）
源泉徴収票（給与収入の方）　　　　　　　役場では源泉徴収票が無いと源泉徴収
年金等の源泉徴収票（年金の方）　　　　 （天引き）税額がわかりません。
収入金額、必要経費の分かる書類
生命保険の満期等の場合は、受領金額と支払済金額が分かる書類
控除に必要な書類（生命保険、地震保険料控除証明書・国民年金保険料控除証明書等）
前年の申告書の控　　　口座番号（還付の場合）　　その他申告に必要な書類

住宅借入金等の控除の申告の方は、添付書類等が必要なためお早めにお願いします。
医療費は医療を受けた人ごと、医療機関、薬局ごとに集計してお持ちください。

問い合わせ先　事業課 地域整備班　☎35-2114

　使用済みのマンガン乾電池やアルカリ乾電池やオキシライド乾電池を、透明の買物袋などに入れ「乾電池」と
表示して、「資源ゴミ（燃えないゴミ）の集積所」に午前８時30分までに出してください。古
紙類と同時に収集しますのでビン・カン・ペットボトル等の下や陰にならないように注意して
ください。
　なお、ボタン電池やニカド電池、リチウムイオン電池等には、希少な資源が含まれていま
す。電気機器販売店の回収ボックスへ返却し、リサイクルにご協力ください。

廃乾電池の収集があります2月は ２月11日（金）　日吉 ･水上地区
２月16日（水）　長　柄　地　区
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事　業　名 日　程 時　間 対象者 場　所
ヘルスアップ教室
~運動教室3回目~ 2月1日㈫ 10:00~11:30 40歳以上の方

(事前に申し込みが必要です。）
日本エアロビク

スセンター

幼児食育教室 2月4日㈮ 11:30~13:00 １歳から４歳位までの幼児と保護者
　（詳細は下記をご覧ください）

保健センター

ＢＣＧ 2月9日㈬ 受付時間13:30~14:00 平成22年9月17日から
平成22年11月9日生まれの方

乳児相談 2月17日㈭

生後4か月児
受付時間13:30~13:45

平成22年10月生まれの方
　<生後4か月児>　
平成22年7月生まれの方
　<生後7か月児>
平成22年2月生まれの方
　<生後12か月児>
※その他希望者
　（生後13か月以内の方）

生後7か月児、12か月児
受付時間14:15~14:30

男性の料理教室 2月25日㈮ 9:30~13:00 40歳以上の男性
(事前に申し込みが必要です。）

2 月の保健・栄養事業のお知らせ

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

～幼児食育教室を開催します～～幼児食育教室を開催します～
開 催 日　　平成23年２月４日㈮
時　　間　　11：30～13：00
対　　象　　１～４歳位までの幼児と保護者
場　　所　　保健センター　　　　　　　
参 加 費　　１人１００円
内　　容　　バレンタイン！クッキー作り
　　　　　　軽食も用意してあります。（米粉シチュー他）
　　　　　　※飲み物は各自用意してください。
申込方法　　電話申込み（先着10組）
　　　　　　住民課　健康福祉班　☎３５－２４１４
申込締切　　１月28日㈮

参加者
募集中！

　長柄町ヘルスアップ教室の運動教室が 2 月 1 日㈫日本エアロビク
スセンターで行われます。
　プロのインストラクターからウォーキングや家庭で出来る運動に
ついて正しく指導していただけます。40 ～ 74 歳の方で医師から運
動を禁止されていなければどなたでも参加できます。
　１回 1,000 円で今回だけの参加も可能です。参加希望者は下記ま
でご連絡ください。健康維持のため皆様の参加をお待ちしています。

　日　時：平成 23 年 2 月 1 日㈫　10:00 ～（受付は 9:30 ～）
　会　場：日本エアロビクスセンター１階受付
　　　　　※参加希望で交通手段がない方は
　　　　　　お問い合わせください。

●● 運動教室に参加しませんか？ ●● 町内の
40～74歳の皆様へ

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113　健康福祉班　☎35-2414

前回 11月１日（第１回目）の様子
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日 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土
1 2 3 4 5

歯科指導 いっしょに遊ぼう ﾘﾄﾐｯｸ教室

6 7 8 9 10 11 12

建国記念の日

13 14 15 16 17 18 19

いっしょに遊ぼう イベント
（お話キャラバン隊）

20 21 22 23 24 25 26

おはなし広場 ﾘﾄﾐｯｸ教室

27 28

★★2月の行事★★
　　◆いっしょに遊ぼう 第 1・3 水曜日 （10：00 ～ 11：00）
　　◆リトミック教室 第 1・4 金曜日 （10：00 ～ 11：00）
  （第 2 金曜日が祝日のため、第１金曜日に変更しています。）
　　◆おはなし広場 第 4 水曜日 （10：00 ～ 11：00）
　　◆歯科指導 2 月 1 日㈫ （10：00 ～ 11：00）
  歯科衛生士が乳幼児の歯についてお話しします。
　　◆身体計測 2 月 3 日㈭ （ 9：00 ～ 16：00）
　　◆体験入園（豆まきの集い） 2 月 3 日㈭ （10：00 ～ 11：00）
　  ※体験入園の間は身体計測できませんので、ご了承ください。
　　◆母子健康・栄養相談 2 月 3 日㈭ （13：00 ～ 15：00）
  保健師・栄養士がご相談を受けます。
　　◆おはなしキャラバン隊 2 月 18 日㈭ （ 9：00 ～ 10：35）
　  おはなしキャラバンカーが来て、絵本の読み聞かせなどをしてくれます。
　　★★随時受付しています★★
　　◆あそびの広場 月～金曜日　（9：00 ～ 16：00）
　　◆育児相談 月～金曜日　（9：00 ～ 15：00）
　　◆一時保育 月～金曜日　（8：30 ～ 17：00）※ 2 週間前までにご予約ください。
      ◇『おはなし広場って何？』
　毎月１回支援センターで、ボランティアの方が、絵本の読み聞かせや紙芝居をしてくれます。
　良い絵本との出会いは、お子さんの心を豊かに育みます。
　絵本との出会いのきっかけに、おはなし広場に参加してみませんか。

◇支援センターは、妊婦さん・子育て中のみなさんの応援団、ぜひ遊びに来てくださいね。
　　 ママ友を作り、子育てを一緒に楽しみましょう！！
　　　　「支援センターだより」を発行しています。役場・公民館に置いてありますのでご覧ください。

ながらこども園　子育て支援センターカレンダー 3月

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　ながらこども園　☎35-3102

2月

体験入園
（豆まきの集い）

身体計測
母子健康
栄養相談

日 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土
1 2 3 4 5

いっしょに遊ぼう

6 7 8 9 10 11 12

ﾘﾄﾐｯｸ教室

13 14 15 16 17 18 19

いっしょに遊ぼう

20 21 22 23 24 25 26

春分の日 おはなし広場 ﾘﾄﾐｯｸ教室

27 28 29 30 31

体験入園
（ひなまつりの集い）

身体計測
母子健康
栄養相談
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問い合わせ先　千葉年金事務所　☎043-242-6320　住民課 保険住民班　☎35-2113

国民年金　お得な口座振替・前納をご利用ください。
　国民年金保険料の納付は、「うっかり納め忘れてしまった！」ということのないように、口座振替にすると、
とても便利でお得です。

◎口座振替の「早割」は、保険料が月額50円割引されます。
「早割」のイメージ（例：4月中に登録した場合）

◎ 1年分または6か月分（4月～9月分・10月～翌年3月分）の保険料をまとめて納付する「前納制度」は、さらに
お得です。「口座振替」を利用すると、現金（納付書）で前納するよりも割引率が高くなっています。

・口座振替の手続き方法
　　口座をお持ちの金融機関・郵便局または千葉年金事務所で、①年金手帳または
　　納付書　②通帳　③通帳届出印　をお持ちになって手続きしてください。

・前納の申し込みはお早めに！
　 　口座振替による1年前納・6か月前納（4月～9月）の締切日は、2月末日となっています。余裕を持ってお申

し込みください。
　※すでに口座振替で前納している方は、申し込みの必要はありません。

○通常の口座振替（翌月末振替）

4月分保険料　➡　5月末振替
5月分保険料　➡　6月末振替

…

○早割の口座振替（当月末振替）
4月分保険料　　　　　　　　➡　5月末振替5月分保険料
6月分保険料　➡　6月末振替

※初回振替は原則2か月分（前月・当月分）
　割引は5月（当月）分以降の保険料から

・初回振替は
　原則2か月分
　（前月・当月分）
・割引は5月(当月)分
　以降の保険料から

　12月8日に、水資源機構房総導水路管理所による出前講座が、長柄小学校の
４年生を対象に行われました。本年度は、町内全小学校で開催されました。
　「房総のちから水」をタイトルとして、水の循環の仕組みや、私たちが利
用できる水の量に限りがあること、また、房総導水路の役割や長柄ダムので
きるまで等について、クイズを取り入れるなど、楽しくわかりやすいように
工夫された講座でした。特に、川に捨てられた油や牛乳等を魚が住めるレベ
ルまで薄めるには風呂桶で何十杯もの水が必要との話には、「できるだけ川
を汚さないようにする。」との声が子ども達の間から聞かれました。
　普段の授業では知ることのない内容に触れることができ、子ども達にとっては印象に残る授業であったことと思います。

《子ども達の感想》
・長柄ダムの水はどこからくるのか、よくわかりました。
・スプーン１杯のマヨネーズを川に流したとき、魚がすめる水にするには、おフロ13杯分の水が必要だとは知りませんでした。
・長柄ダムはコンクリートではなく、土でできていたことに驚きました。
・これからは「水を大切にあつかおう。」と思います。
・ 長柄ダムの水の量はマリンスタジアムの９杯分ということが分かりました。房総導水路や利根川の事などいろいろなことを教

えていただきました。
・水の学習はとてもおもしろかったです。これからは川をよごさないようにしたいです。
・ 私は最後の牛乳や油で川を汚すと魚が住めるようにするにはたくさんの水が必要だという事が、とても心に残りました。家に

帰って家族にそのことを伝えました。
・ 水の学習がおわって私の家族は気をつけるようになりました。水がどれだけ多いのか、どれだけ大切なのか、どこからもらっ

ているのかよくわかりました。

水資源機構による出前講座
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　　会社等へ就職又は、退職した場合は健康保険・年金の切り替え手続きが必要となります。
　健康保険・年金の切り替え手続きは速やかに行ってください。
　資格の取得喪失は「その事由が発生した日」で行われるので手続きが遅れると思わぬ不都合が発生する場合があります。

（例）平成 21年 11月に会社を辞めて、国保の手続きをしていなかった方が、平成 22年 12月に国保の加入手続きをした
場合には平成 21年 11月へさかのぼり資格加入を行い、国保税もさかのぼり課税されます。
※最近、保険証の紛失が増えています。保険証には氏名・生年月日・住所といった個人情報が記載されていますので取
り扱いには十分ご注意ください。

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

　町では、不妊治療を受けた夫婦に対し経済的な負担軽減を図るために不妊治療費の助成を実施しています。
概要は次のとおりです。
◎対象者　次の要件をすべて満たしている方
　　　　　・申請する年の 1 月 1 日に長柄町に住所があり、法律上の婚姻をしていること。
　　　　　・千葉県特定不妊治療助成事業の対象となっていること。（下記①を除く。）
　　　　　・夫婦の所得が一定以下であること。
　　　　　・町指定の医療機関での治療であること。
　　　　　・町税・その他の町使用料等に滞納のないこと。
◎助成期間　平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日まで
◎助成額　上記助成期間中、次の区分ごとに１年度 2 回以内で下記金額を限度に助成
　　　　　①人工授精　3 万円　②体外受精　5 万円　③顕微授精　10 万円
　　　　　※通算５年間助成を受けることができます。
　　　　　
　　　　　※町ホームページから申請書等がダウンロードできます！
　　　　　http://www.town.nagara.chiba.jp/kurashi/hoken/funin.html

不妊治療の助成をしています不妊治療の助成をしています

問い合わせ先　教育課　生涯学習班　☎35-3242

公民館ボランティア活動の報告公民館ボランティア活動の報告

ペットボトルのキャップで恵まれない世界のこどもに
ワクチンを届けよう！

ペットボトルのキャップで恵まれない世界のこどもに
ワクチンを届けよう！

　ペットボトルからキャップを外して集め、再資源化することで「CO2の削減」とその売却益で「発展途上国の
こども達のポリオワクチンを贈る」活動で、今回は、キャップ 67,200個、ポリオワクチン 84人分の寄付を行うこ
とができました。
　累計では、キャップ 475,280個、ワクチン 594.1人分、CO2削減は 3,743Kg です。
　活動は引き続き行いますので、温かいご支援、ご協力をお願いします。

国保（健康保険）と年金の手続き忘れていませんか？
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♪♬♪♬県警音楽隊演奏会♪♬♪♬
　千葉県警察音楽隊による演奏会が 12月 9日に水上小学校児童体育館で行われました。
１曲目に演奏された「宇宙戦艦ヤマト」は、水上小学校 4・5・6年生全児童で構成された金
管部と県警音楽隊との合同演奏で、演奏会当日に初めて合わせて演奏したとは思えないほど
の出来栄えでした。アンコールを含む 9曲が演奏され会場にいた一般入場者を含む約 130人
を魅了しました。

長生郡市広域市町村圏組合　　消 防 出 初 式
消防団員など約 900 人が参加

新春恒例の長生郡市広域市町村圏組合、平成 23 年消防出初式が 1 月 8 日に茂原市民会館で盛大に行なわれ、本
年は総勢で 323 名が受賞されました。

当日は廣田元一消防団長から訓示を受け、多くの来賓の方々が見守る中、永きにわたり活躍された消防団員等に
対し表彰状や感謝状と記念品が贈呈され、感謝の意を表しました。

これに先立ち、長柄町役場において、第 8 支団の消防出初式が行なわれ、池座輝美支団長から、第 8 支団の受賞
団員に対し、表彰状等の贈呈を行ないました。

なお、第 8 支団（長柄町）で受賞された方々は次のとおりです。（敬称略）

㈶千葉県消防協会長　精勤章　大塚副分団長（左）
千葉県防災対策監章　岡田副分団長（右）

団員に対し、訓示を述べる池座支団長

千葉県表彰

岡田　　健（第２分団　副分団長）
☆防災対策監章
岡田　　健（第２分団　副分団長）
☆防災対策監章

内助功労表彰

岡田　千晴 様（第２分団　副分団長夫人）
☆千葉県東上総県民センター所長内助功労

石渡　歩美 様（第１分団第１部　部長夫人）
加藤まゆみ 様（第４分団第２部　部長夫人）

☆消防団長内助功労

第２分団第１部
（中野台・上野・入地宮前・西山・山之郷）

☆優良部

木村　幸崇（第１分団第１部　団員）
花井　伸一（第１分団第２部　団員）
平川　大貴（第２分団第１部　部長）
髙橋　　昭（第２分団第２部　部長）
渡邉　輝敏（第３分団第１部　団員）
小出　真之（第３分団第１部　団員）
目良　弘和（第３分団第２部　団員）
青木　盛剛（第４分団第２部　団員）

☆精勤章管理者表彰　

山田比呂貴（第２分団第１部　団員）
加藤　健一（第４分団第２部　部長）

☆功労章

千葉県消防協会長表彰

大塚　義昭（第４分団　副分団長）
☆精勤章

千葉県消防協会長生支部長表彰

岩井　一憲（第１分団第１部　団員）
☆功労章

消防団長表彰

髙吉　宏明（第１分団第２部　団員）
佐久間賢志（第２分団第２部　班長）
前橋　佳幸（第３分団第２部　部長）
大野　和則（第４分団第１部　団員）

☆精勤章
篠原　広愛（第１分団第２部　班長）
岡本　康徳（第２分団第１部　班長）
長澤　禎夫（第２分団第２部　団員）
宍倉　賢一（第３分団第１部　団員）
鵜澤　元樹（第３分団第２部　団員）
髙橋　義嗣（第４分団第１部　班長）
池座　洋祥（第４分団第１部　団員）
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「
ぐ
る
っ
と
長
生
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
」参
加
者
募
集（
要
予
約
）

　

長
生
地
域
観
光
連
盟
で
は
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
メ
イ
ン
に
食

と
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
歩
き

を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
27
日
㈰

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
4
時

解
散
予
定

場
所　

し
ら
こ
桜
祭
り
会
場
集
合
→

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
→
昼
食
→

本
納
い
ち
ご
生
産
組
合
→
稲
花
酒
造

→
し
ら
こ
桜
祭
り
会
場
（
解
散
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料　

５
０
０
円

（
希
望
者
の
み
）

定
員　

40
名
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

長
生
地
域
観
光
連
盟
事
務
局

茂
原
市
商
工
観
光
課

�
２
０
ー
１
５
２
８

�
２
０
ー
１
６
０
４

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
参
加
者
募
集

　

今
、
中
高
年
の
間
で
ハ
ー
モ
ニ
カ

が
大
人
気
！
あ
な
た
も
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

気
楽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い

開
催
日
時

第
２
・
第
４
土
曜

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　
　

町
公
民
館

参
加
費　
　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

教
育
課　

生
涯
学
習
班

�
３
５
ー
３
２
４
２

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation

お
　
し
　
ら
　
せ

景
気
対
応
緊
急
保
証
制
度
の
ご
案
内

〜
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
〜

景
気
対
応
緊
急
保
証
と
は
？

　

売
上
の
減
少
等
に
よ
り
、
経
営
の

安
定
に
支
障
を
来
し
て
い
る
場
合
に
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
５
号
（
中
小
企

業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項
第
５

号
）
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者

の
方
が
ご
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

経
営
の
安
定
に
必
要
な
事
業
資
金
を

対
象
と
し
保
証
期
間
の
最
長
は
10
年

で
す
。
例
外
業
種
を
除
き
原
則
と
し

て
全
業
種
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
証
の
限
度
額
は
？

　

２
億
８
千
万
円
で
す
。（
原
則
と
し

て
８
千
万
円
ま
で
は
無
担
保
で
す
。）

ま
た
、
本
制
度
で
は
、
緊
急
保
証
を

含
む
既
存
保
証
分
の
借
換
も
可
能
で

す
。（
責
任
共
有
対
象
な
ど
一
部
の
制

度
を
除
き
ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
協
会
本
支
店

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
信
用
保
証
協
会

本
店　

保
証
部

�
０
４
３
ー
２
２
１
ー
８
１
１
１

松
戸
支
店　

保
証
課

�
０
４
７
ー
３
６
５
ー
６
０
１
０

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�http://w
w
w
.chiba-cgc.or.jp

県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

し
お
か
ぜ
フ
ェ
ア

日
時　

２
月
17
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ア
ス
モ
」
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容　

中
学
部
・
高
等
部
の
作
業
製

品
の
展
示
・
頒
布

長
養
太
鼓
の
演
奏　

午
前
11
時

お
問
い
合
わ
せ

�
４
２
ー
２
４
７
０

《
担
当　

教
頭　

永
嶋
》

安
全
と
安
心
支
え
る　

１
１
０
番

　

毎
年
、
１
月
10
日
は
「
１
１
０
番

の
日
」
で
す
。

　

１
１
０
番
通
報
は
、
警
察
に
連
絡

す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。
不
幸

に
し
て
事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
と

き
や
見
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず

１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
犯
人
逮
捕
や
被
害
の

拡
大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
、
メ
ー
ル
１
１
０

番
の
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
言
葉
や

聴
覚
に
障
害
を
お
も
ち
の
方
に
も
利

用
で
き
る
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
】

　

用
件
を
書
い
て
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
ー
１
１
０
２
９
４（
ひ
ゃ

く
と
う
ば
ん
ふ
く
し
）
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
し
ま
す
と
千
葉
県
警
察
本
部
通
信

指
令
室
で
受
信
し
ま
す
。

【
メ
ー
ル
１
１
０
番
】

　

携
帯
電
話
の
ネ
ッ
ト
機
能
を
活
用

し
て
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
携
帯

電
話
か
ら　

１
１
０
番
通
報
用
ア
ド

レ
ス
「http://chiba110.jp

」
に

ア
ク
セ
ス
し
、
受
付
画
面
に
従
っ
て

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
各
種
相
談
、
案
内
、
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
・
交
番
等
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
各
種
窓
口
の
相
談
に
つ
い
て
は

相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

（
�
０
４
３
ー
２
２
７
ー
９
１
１
０　

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
ご
利
用
時
間　

祝

日
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園

平
成
22
年
度
研
究
体
験
発
表
・
芸
能
大
会

日
時　

２
月
９
日
㈬　

午
前
９
時
開

演
、
午
後
３
時
30
分
終
了
予
定

（
研
究
・
体
験
発
表
午
前
９
時
30
分
～

11
時
40
分
、
芸
能
発
表
、
午
後
12
時

30
分
～
３
時
30
分
）

場
所　

長
生
村
文
化
会
館

入
場　

無
料（
随
時
入
場
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園

茂
原
市
本
小
轡
３
１
９
ー
１

�
２
５
ー
８
２
２
８

女
性
の
健
康
講
演
会
「
更
年
期

の
変
化
と
対
応
」
の
お
知
ら
せ

　

更
年
期
の
変
化
や
対
処
法
、
最
新

の
更
年
期
医
療
（
ホ
ル
モ
ン
補
充
療

法
や
漢
方
療
法
等
）
に
つ
い
て
知
り
、

〝
更
年
期
を
よ
り
い
き
い
き
と
自
分
ら

し
く
過
ご
す
〟
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
３
日
㈭

　
　
　

午
後
2
時
～
３
時
30
分

場
所　

長
生
合
同
庁
舎
４
階

　
　
　

大
会
議
室

講
師　

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

産
婦
人
科
部
長　

高
松　

潔
医
師

対
象
者　

一
般
住
民
の
方

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

申
込
み
先

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
生
保

健
所
）
地
域
保
健
福
祉
課

�
２
２
ー
５
１
６
７

「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が

　

平
成
22
年
10
月
24
日
か
ら

　

時
間
額
７
４
４
円

　
　
（
従
来
は
７
２
８
円
）
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
を
含
む
。）
及
び
、
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金
「
千
葉

県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
・
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

賞
与
、
時
間
外
手
当
て
、
深
夜
手
当

等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
の
ほ

か
に
定
め
ら
れ
て
い
る
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※�

最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
（
�
０
４
３
ー
２
２
１
ー

２
３
２
８
）
か
最
寄
の
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
４
３
ー
２
２
１
ー
４
７
０
０

千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

��h
ttp

:/
/
w
w
w
.c
h
ib
a
-

roudoukyoku.go.jp
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地
域
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
平
素
か
ら
地
域
安
全
活
動
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
、
地
域
安
全
活

動
に
常
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
推
進

に
地
域
ぐ
る
み
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
葉
県
内
で
１
１
０
番
を
か
け
ま
す
と
、
千

葉
市
内
に
所
在
す
る
千
葉
県
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報

内
容
を
聞
き
な
が
ら
、
同
時
に
警
察
官
や
パ
ト

カ
ー
な
ど
に
無
線
で
手
配
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

◇
１
１
０
番
は
、
社
会
の
安
全
を
守
る
た
め
の

緊
急
電
話
で
す
。

　

そ
れ
以
外
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記

へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

○
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
３
ー
２
２
７
ー
９
１
１
０
（
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

︵
ご
利
用
時
間
は
、
休
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
︶

　
　

１           　
１           　
　
０ 　

い
ち
早
く  
い
そ
が
ず
慌
て
ず  

れ
い
静
に

おいしく作って食べて健康おいしく作って食べて健康
食生活改善推進員コーナー

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

～厚揚げ入り麻婆はるさめ～

食生活改善推進員
(針ヶ谷地区 )
伊東　伊都子

＊豆知識＊
厚揚げは、油で揚げてあるの
で、カロリーが高いですがビ
タミンＥは豊富です。
湯通しや煮込んだあとの煮汁
を捨てると、カロリーを抑え
られます。

〈作り方〉
①�厚揚げは熱湯にくぐらせて一口大に切る。春雨は水で戻
して、ざく切りにしておく。
②にらは４ｃｍの長さに切る。人参は千切りにしておく。
③�フライパンにサラダ油大さじ１を熱し、ひき肉と人参を
炒める。
④�麻婆の素４人分を入れ、煮立ったら厚揚げとはるさめを
入れてからめる。
⑤にらを加え、塩こしょうで味を整える。
⑥⑤に水どき片栗粉を加えてトロミをつける。
⑦仕上げにごま油をまわし入れる。

簡単に作れて、野菜
たっぷりのご飯に合う
おかずです！

厚揚げ  ……………… 1枚
豚ひき肉……………… 100g
春雨 …………………… 50g
にら ………………… 1／2束
人参 …………………… 40g
麻婆の素(市販) …… 4人分

★材料４人分★
塩/こしょう ………… 少々
ごま油 …………… 小さじ1
サラダ油………… 大さじ1
　片栗粉………… 大さじ2
　水 …………………… 50ml

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
１
１
０
番
は
社
会
の
安
全
を

守
る
緊
急
電
話
で
す
！
」

管内の犯罪発生状況（1～11月）
罪種別

認知件数 空き巣 忍込み 自動車盗 自転車盗 車上狙い その他
管　内 2,184(＋179) 73(＋17) 24(－41) 116(＋27) 319(＋7) 278(－81) 1,374(＋250)
茂原市 1,426(＋120) 35(＋2) 14(－17) 71(＋11) 278(＋35) 138(－54) 887(＋143)
白子町 141(＋38) 5(－3) 1(－2) 12(＋9) 8(＋3) 27(＋4) 88(＋27)
長柄町 121(＋5) 12(＋8) 1(－6) 10(＋5) 2(＋1) 15(－4) 81(＋1)
長南町 71(＋18) 6(＋4) 1(－1) 3(－3) 1(　0) 10(　0) 50(＋18)
＊罪種別は主なものを計上。詳細は、県警ホームページhttp://www.police.pref.chiba.jp/を参照してください。
＊（　）は前年同期比　　＊管内（長生郡市全域）
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町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付は、口座振替が便利です。

この制度を利用すると、左記の金融機関の預貯金口座から振替によって
納税することができますので、手数が少なくて済み、大変便利です。

新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または役場総務
課 税務班に「口座振替依頼書」を提出してください。
「口座振替依頼書」は、役場総務課 税務班、長生農協の町内各支所、町

内のゆうちょ銀行（郵便局）に備え付けてあります。長柄町ホームページ
からもダウンロードできます。（ダウンロード様式での申込みは、ホーム
ページ内の注意事項をご覧ください。）

納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意ください。

利用できる金融機関

・長生農協
・千葉銀行
・千葉興業銀行
・京葉銀行
・みずほ銀行
・りそな銀行
・房総信用組合
・市原市農協
・ゆうちょ銀行

納税納税 には

を

安心便利な

口 座
振 替

納税

−広告−

広告宣伝の企画・制作・印刷の総合プロデュース

〒297-0037　茂原市早野1143  TEL 0475-22-3345  FAX 0475-22-3553
http: //www.webhobundo.com

Total Media Solution Hobundo
■広告企画制作
■ホームページ企画制作運営
■印刷  ■CI・VI企画制作 

■ラベル・シール制作
■イベントの企画制作
■放送メディアの企画販売

■サイン・看板の企画制作
■オンデマンド印刷
■大判カラー出力

美しく生きる大人の女性の情報誌 「奥上総」を体感するドライブ観光情報誌外房の不動産・生活情報誌

−広告−

　冬に入り、ウイルス性胃腸炎が増加してきました。小さなお子さんや高齢の方は、特に重症化しやすいた
め、予防が大切になってきます。そこで、1度は聞いたことがある冬の代表的なノロウイルス、ロタウイルス
による胃腸炎の症状の特徴と予防対策について紹介します。
ウイルス名 原因 発症時期 潜伏期間 症状 受診の目安

ロタウイルス
感染者の便を
介し、主に乳児に
多く感染

11月～４月頃
（ピークは１
月～２月頃）

１～２日

・ 水のようにさらさらした白い
便が１週間程度続く。
・ 急激な嘔吐は１～２日
・熱が出ることもある。

・ 左記の症状が出た場
合は、早めに受診を
しましょう

・ 尿量が減る（半日く
らい尿がでない）、
水分をとらない場合
は、脱水症状の心配
があります。早めに
受診をしましょう

ノロウイルス
２枚貝のカキ等
感染者の便、吐物

10～12月頃 １～２日
・ 急な嘔吐や下痢、腹痛
・ 発熱（多くは38度以下）

＜予防法＞
●トイレの後はしっかり手を洗いましょう。●感染者の排泄物の処理の際、手袋、マスクを着けましょう。
●カキなどの２枚貝を食べるとき、生食はできるだけ避けて、十分に加熱して食べましょう。
●食器、調理具等は、熱湯（85度以上）による１分以上の加熱が有効的です。●塩素系の漂白剤も有効です。
＜ホームケア＞
・  水分補給…嘔吐がおさまってきたら、経口補水液（スポーツ飲料）、麦茶等で水分を補いましょう。
　ただし、経口補水液（スポーツ飲料）などは、症状が治まったら止めましょう。
・食事再開の目安…下痢が落ち着いたら消化の良い食べ物から開始しましょう。
・おむつかぶれの予防…こまめにおしりを洗いましょう。（赤ちゃん、高齢者は皮ふがかぶれやすいため。）
・２次感染の予防…上記の予防法を徹底し、家族や周りの人に感染を広げないようにしましょう。
※注意事項
下痢止め…下痢は病原体を体から早く出すための防御反応のため、無理に市販薬等で下痢を止めてしまうのは良くありません。

• 町県民税 第 4 期　• 国民健康保険税 第 7 期
• 介護保険料 第 5 期　• 後期高齢者医療保険料 第 7 期
納付期限は、1月31日㈪です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いします。

保健師　坂本　亜佳音

乗り越えよう！冬のウイルス性胃腸炎

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

今月の納税の
お知らせ
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『
命
を
見
つ
め
て
』

名　　　称 電話番号

総務課
総務企画班（選挙管理委員会） 35︲2111
財政管財班 35︲2110
税務班 35︲2112
議会班（議会事務局） 35︲2438

住民課
保険住民班 35︲2113
地域包括支援センター 30︲6000
健康福祉班 35︲2414
ながらこども園 35︲3102

名　　　称 電話番号

事業課 産業振興班（農業委員会） 35︲4447
地域整備班 35︲2114

教育課
学校教育班 35︲2437
学校給食センター 35︲2003
生涯学習班 ･ 公民館 35︲3242

福祉センター 30︲7200
都市農村交流センター 35︲0055

役 場 ・
そ の 他
公共施設
電話案内

町 　 公 　 民 　 館	 1月24日㈪、31日㈪、2月7日㈪、14日㈪、21日㈪
町 福 祉 セ ン タ ー	 1月24日㈪、31日㈪、2月7日㈪、11日㈮、14日㈪、21日㈪
都市農村交流センター	 1月20日㈭、27日㈭、2月3日㈭、10日㈭、17日㈭、24日㈭

各公共施設の休館日

大
野　

史
恵

う
ね
長な

が

き
色い
ろ
あ
ざ鮮
や
か
な
冬ふ
ゆ
な菜
つ
み

冬と
う
こ
う耕
を
終お

え
て
見み
わ
た渡
す
日ひ
ぐ
れ暮
ど
き

福
田
寿
満
子

冬ふ
ゆ
さ
ん
が
い
け
い

山
河
畏
敬
の
念ね
ん

や
巨き
ょ
だ
い
し
い

大
椎

山や
ま
ね
む眠
る
す
べ
て
受う
け
い入
れ
地ち

に果は

つ
る

い
さ
ぎ
よ
く
み
な
ふ
り
す
て
て冬ふ

ゆ
こ
だ
ち

木
立

幼お
さ

な
子ご

が
両り
ょ
う
て
ひ
ら

手
開
い
て
八や

ツ
手で
ば
な花

渡
辺
み
の
る

胃い

に
や
さ
し
冬ふ
ゆ
な菜
づ
く
し
の湯と

う
じ
や
ど

治
宿

気き

ま
ぐ
れ
な
猫ね
こ

の
出で
は
い入
り障し

ょ
う
じ
は

子
貼
る

感か
ん
し
ゃ謝
し
て
感か
ん
ど
う動
も
し
て
去こ

ぞ年
今こ
と
し年

少し
ょ
う
じ
ょ
た
ち

女
達
マ
ス
ク
の
中な
か
の

は
し
ゃ
ぎ
声ご

え

山
﨑　

清
風

塩し
お
か
げ
ん
ひ
か

加
減
控
え
て
漬つ

け
る
冬ふ
ゆ
な菜
か
な

雪ゆ
き
ま
と纏
う
安あ
だ
た
ら
や
ま

達
太
良
山
の
峰み
ね
い
く
え

幾
重

癒い
や

さ
る
る
り
ん
ご
畑は
た
けの
磐ば
ん
え
つ
じ

越
路

五ご
し
き
ぬ
ま
し
ゃ
め
ん

色
沼
斜
面
の
紅も
み
じ
う
つ

葉
映
し
出だ

し

髙
橋
美
代
子

寒か
ん
ぷ
う風
に
昨き
の
う日
の
不ふ
ま
ん
ほ

満
干
し
て
み
る

除じ
ょ
や夜
の
鐘か
ね

苦く
ろ
う労
の
数か
ず

だ
け
歳と
し
か
さ重
ね

か
お
り
良よ

し
冬ふ
ゆ
な菜
の
味み
そ
し
る

噌
汁朝あ

さ

の
膳ぜ
ん

人
生
に
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業は
な
し
寒か
ん
ざ
ら
い

復
習

前
田　

や
え

初は
つ
し
も霜
を
け
ち
ら
し
子こ

ら等
の走は

し

り
行ゆ

く

寒か
ん
て
ん天
に
犬い
ぬ

が
服ふ
く
き着
て
散さ
ん
ぽ歩
す
る

冬ふ
ゆ
な菜
に
も
竹た
け

の
葉は

そ添
え
て寒さ

む

さ
よ
け

葉は

が
く
れ
に
赤あ
か

く
熟じ
ゅ
くせ
る
柿か
き

一
つ

角
田　

揚
子

黄き
み
ど
り緑
の
畑は
た

に
埋う

も
れ
て
冬ふ
ゆ
な菜
摘つ

む

ほ
ん
の
り
と
夜よ

の
明あ

け
て
ゆ
く冬ふ

ゆ

の
草く
さ

冬ふ
ゆ
ざ
く
ら
し
ゅ
ご
う

桜
酒
豪
の
夫つ
ま

の
忌き

来き
た

り
け
り

山や
ま

に
日ひ

を
納お
さ

め
寒さ
む

さ
のど

っ
と
来き

し

十
二
月
の
句
会
か
ら

生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
子
ど
も

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
、み
な
さ
ん
は
本
当
の
幸
せ
っ

て
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

そ
れ
は
、
地
位
で
も
、
名
誉
で
も
、
お

金
で
も
な
く
《
今
生
き
て
い
る
》
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
」

猿
渡
瞳
著
「
命
を
見
つ
め
て
」
の
序
文

で
す
。

彼
女
は
小
学
六
年
生
の
時
に
骨こ

つ
に
く
し
ゅ

肉
腫
が

発
見
さ
れ
、
約
一
年
半
に
及
ぶ
闘
病
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
厳
し
い
治
療

と
、
検
査
の
連
続
で
、
心
も
体
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
な
が
ら
、
生
き
続
け
る
た
め
に

必
死
に
闘
っ
て
来
ま
し
た
。

「
い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
が
余
り
に

も
多
く
、
そ
ん
な
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見

る
度
に
怒
り
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
」「
命
を
軽
く
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
、

病
気
と
闘
っ
て
い
る
人
た
ち
の
姿
を
見
て

も
ら
い
た
い
」

「
私
の
心
は
ガ
ン
に
侵お

か

さ
れ
て
い
な

い
」「
世
の
中
に
は
五
体
満
足
で
も
心
が

侵
さ
れ
て
い
る
人
が
い
て
か
わ
い
そ
う

だ
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

約
二
年
間
、
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ

だ
っ
た
瞳
さ
ん
は
、
十
三
歳
の
短
い
命
を

ど
の
よ
う
に
見
つ
め
、
ど
う
暮
ら
し
て
い

た
か
、
文
脈
か
ら
垣か

い
ま間

見
て
頂
い
た
と
思

い
ま
す
。

瞳
さ
ん
は《
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
》

こ
と
を
体
を
張
っ
て
主
張
し
て
い
ま
す
。

ま
た
も
県
内
の
市
川
市
で
、
い
じ
め
に

よ
る
中
学
生
の
自
殺
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
な
る
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

生
き
た
く
と
も
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
瞳
さ

ん
は
、
自
殺
し
た
生
徒
を
取
り
巻
く
全
て

の
人
達
が
英
知
を
絞
っ
て
対
処
し
て
や
れ

な
か
っ
た
の
か
、
天
国
で
激げ

き
ど怒

し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

冨
士
見
中
の
教
頭
時
代
に
、
あ
る
保
護

者
が
「
私
は
娘
に
、
あ
な
た
は
い
じ
め
て

い
な
い
で
し
ょ
う
ね
！
と
言
っ
て
や
っ
た

ん
で
す
よ
！
」
と
《
さ
ら
り
》
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

《
い
じ
め
て
い
る
子
は
、
時
に
い
じ
め

ら
れ
る
側
に
な
る
》
こ
と
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。

普
通
は
子
ど
も
に
対
し
て
「
い
じ
め
ら

れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
ね
？
」
と
聴
い
て
自

分
の
子
ど
も
を
守
る
の
が
精
一
杯
で
す
。

小
中
学
生
の
自
殺
な
ど
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
時
代
を
過
ご
し
た
私
と
し
て
は
、

止や

む
に
止
ま
れ
ぬ
気
持
ち
で
、
先
月
に
続

い
て
命
に
拘か

か

わ
る
、
い
じ
め
問
題
に
触ふ

れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
し
て
は
、
長
柄
町
の
児
童
生

徒
の
環
境
で
、
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
か
？
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
予
防
に
勝

る
治
療
な
し
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

家
庭
と
学
校
で
手
を
組
ん
で
、
瞳
さ
ん

の
怒
り
を
買
わ
な
い
よ
う
に
精
一
杯
の
努

力
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び

先
月
号
の
コ
ラ
ム
で
栃
木
県
桐
生
市
と
掲
載
し
ま
し
た
が

群
馬
県
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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月 / 日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

1/23 長生内科神経内科医院 （ 2 4 ）7 7 5 2 公 立 長 生 病 院 （ 3 4 ）2 1 2 1

1/30 大 木 医 院 （ 2 3 ）2 5 4 6 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

2/6 吉 田 医 院 （ 3 4 ）3 0 4 5 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1

2/11 東 部 台 医 院 （ 2 2 ）2 4 5 5 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

2/13 粒 良 医 院 （ 2 5 ）8 5 8 0 君 塚 病 院 （ 2 5 ）1 8 1 1

2/20 聖 光 会 病 院 （ 3 5 ）5 1 5 1 鎗 田 整 形 外 科 医 院 （ 2 4 ）8 6 8 6

夜間、お子さんの具合が急
に悪くなったときに、看護師
や小児科医が電話でお子さん
の症状を伺い、すぐに医療機
関で受診した方が良いか、家
で様子をみても大丈夫かなど
をアドバイスします。

相談時間
毎日夜間

　　　19：00～22：00まで

電話番号
♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000をご
利用いただけない場合）

こ ど も 急 病
電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は午前9時~午後5時までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間：20：00〜23：00まで
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　19：00〜翌6：00　☎24-1011

各 種 相 談 日 程
【　町　】
心配ごと相談 1/20㈭、2/1㈫、2/10㈭ 10：00～15：00 福祉センター ☎35︲0260
人権相談 1/20㈭、2/10㈭ 10：00～15：00 福祉センター ☎35︲0260

●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。
行政相談 2/10㈭ 10：00～15：00 福祉センター ☎35︲0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関
するあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

健康福祉班 ☎35⊖2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。　

女性のための健康相談 臨床心理士　毎月1回、内科医師　年4回、産婦人科医師　年4回 地域保健福祉課 ☎22︲5914（予約制）13：00～15：00

未熟児等健康相談 奇数月第1木曜日（原則） （予約制）13：00～14：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
療育相談 年4回（5月、8月、11月、平成23年2月の第2金曜日） 地域保健福祉課 ☎22︲5167（予約制）13：00～14：00

こころの健康相談 第 1・2 月曜日（精神保健福祉相談） （予約制）14：00～15：30 地域保健福祉課 ☎22︲5167第 3火曜日（老人精神保健福祉相談） （予約制）14：00～15：00

こどもの発達相談 1/25㈫ （予約制）13：00～17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
不妊相談 毎月　第2木曜日 （予約制）13：00～15：00 地域保健福祉課 ☎22︲5914
DV相談 来所相談：火曜日（予約制）

9：00～17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5565電話相談：月曜日～金曜日

エイズ相談
HIV等抗体検査

第1・3火曜日 13：00～14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167（エイズ検査のみ即日判定可能）
偶数月第3火曜日 17：30～19：00

肝炎ウイルス検査 毎月　第1・3火曜日 13：00～14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
骨髄バンクドナー登録受付 毎月　第1火曜日 （予約制）10：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
腸内細菌検査 第1～4火曜日 9：00～11：00 検査課 ☎22︲5167
性感染症検査 毎月　第1火曜日 13：00～14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
家庭児童相談 月曜日～金曜日 9：00～17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
母子自立支援 月曜日～金曜日 9：00～17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。（☎0475︲22︲5167︶


